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要約 

（1,300字程度） 

本研究の課題は「隠岐島後カルデラの形成史」である．今回の調査では，隠岐島後

がリサージェント・カルデラ（カルデラ陥没後に，地下のマグマだまりが再生され，カル

デラ内が隆起してリサージェント・ドームをつくるカルデラ）で説明可能かどうかを調べ

るため，隠岐島後の全域の野外地質調査を行った．また世界のリサージェント・カル

デラの地質と比較して，その整合性をチェックした．今年度の調査は，隠岐島後東部

に位置する葛尾層（つずらおそう）などの隆起域の地質調査を詳細に行い，カルデラ

の内部構造と隆起のメカニズムを考察する予定であった．しかし，トカゲ岩周辺地域

に通じる中谷林道が全面通行止めになっていたため，調査は断念せざるをえなかっ

た．そこで予定を変更し，隠岐島後の縁辺部に分布する重栖層（おもすそう）の地質

調査を重点的に実施した．また，重栖層の下位にある時張山層（ときばりやま層） お

よび郡層（こおりそう）の調査も実施した． 

重栖層は隠岐島後の海岸地域に広く分布し，主に流紋岩や粗面岩からなる．西部

では横尾山などの山岳地域にも分布する．調査の結果，重栖層の流紋岩・粗面岩

は，主に厚い溶岩，溶岩ドーム，潜在ドーム，および火砕流堆積物からなり，一部に

岩脈を伴うことが明らかになった．流紋岩溶岩や溶岩ドームは一部が水冷破砕され

ており，噴出時に水（海水）と接触していた可能性が高い．火砕流堆積物は軽石の発

泡度が極めて低く，一部で泥岩を取り込んでいる産状や，泥岩を挟在する産状が見

られることから，水（海水）と接触していた可能性が高い．これらの溶岩，溶岩ドーム，

潜在ドームが，完全に水中（海中）で噴出したかのか，それとも一部陸上で噴出した

かのかは明らかでないが，海岸の水際（ビーチ）などで水（海水）と接触して噴出した

可能性は極めて高いと考えられる．重栖層は横尾山（標高 573m）などの標高の高い

場所にも分布していることから，重栖層の火山の噴出・定置後に，隆起が起きて，標

高の高い場所に持ち上げられた可能性が高い．重栖層の溶岩，溶岩ドーム，潜在ド

ーム，および火砕流堆積物の産状を見ると，これらは現在の分布域あるいは現在の

分布域に近い場所から噴出したと考えらえる．重栖層の溶岩，溶岩ドーム，潜在ドー

ム，および火砕流堆積物は，隠岐島後の外周に沿って分布し，隠岐島後の中央には

分布しない．したがって，重栖層の溶岩，溶岩ドーム，潜在ドームおよび火砕流堆積

物は，隠岐島後の外周にそって噴出したと考えられる．  

今回の調査結果から，重栖層に関して非常に大きな問題点があることが明らかに

なった．重栖層の溶岩，溶岩ドーム，潜在ドームおよび火砕流堆積物は，隠岐島後

の外周に沿って分布し，隠岐島後の中央には分布しないことから，過去の研究論文

では，重栖層の流紋岩質の溶岩や火砕流堆積物は「環状の割れ目」から噴出した

（つまり噴火口がリング状に配列していた）と説明されている．このモデル（ここではモ

デル１と呼ぶ）は，流紋岩質の溶岩や火砕流堆積物の分布域を容易に説明でき，理

論的には問題がない．しかし，現実的には大きな問題がある．このモデル１は現実に

は説明することが非常に困難である．現実の火山では，マグマが「環状の割れ目」か

ら噴出するのは非常に限られたケースのみである．流紋岩質の溶岩や火砕流堆積

物が「環状の割れ目」から噴出するという現象は 2 ケースあり，(1)大規模カルデラ形

成噴火（カルデラ陥没が起きる時の噴火）と，(2)ポストリサージェンスの噴火（リサー

ジェント・ドーム形成後の噴火）である．(1)の大規模カルデラ形成噴火を考える場合

は，重栖層の分布域の外側にリムをもつ非常に大きなカルデラの存在を想定する必

要がある．つまり隠岐島後の外側にリムがある直径 20-30km の巨大カルデラという

ことになろう．また(2)のポストリサージェンスの噴火を考える場合も，重栖層の分布域

の外側にリムをもつ非常に大きなカルデラを想定する必要がある．この場合でも隠岐



 

島後の外側にリムがある直径 20-30km の巨大カルデラを想定する必要がある．この

ように，重栖層が環状の割れ目から噴出したと考えるモデル１は非常に無理があり，

机上の空論であると言える． 

代替案（モデル２）は以下の通りである．重栖層の流紋岩や粗面岩は，隠岐島後の

全域で噴出し．過去には隠岐島後の全域に分布していたが，カルデラ陥没により隠

岐島後中央付近の重栖層は失われた．その結果，重栖層は隠岐島後の外周に沿っ

て残り，現在の分布域（隠岐島後の外周のみに分布）になった．すなわち現在の重栖

層はカルデラの外輪山である．この場合，隠岐島後とほぼ同じサイズの流紋岩や粗

面岩からなる複成火山が存在したことになる．このモデルの問題点は，重栖層の溶

岩，溶岩ドーム，潜在ドーム，および火砕流堆積物は現在の分布域に近い場所から

噴出したと考えらえることである．隠岐島後とほぼ同じサイズの流紋岩や粗面岩から

なる複成火山が過去に存在した場合，複成火山の山麓でこのように大量の流紋岩や

粗面岩が噴出するというのを想定するのは容易ではない．ただし流紋岩質の複成火

山は，現在の日本には存在しないので，アメリカ等の流紋岩質の複成火山を参考に

する必要がある．モデル２は隠岐島後がリサージェント・カルデラであることと整合性

がある．しかし現時点では，モデル１が正しいのか，モデル２が正しいのか，まだ判断

することはできない．今後さらに議論を深める必要性がある． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
















